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【形態別介護技術】 

（形態別介護技術・事例問題２） 

 

次の事例を読んで，問題１１５から問題１１７までについて答えなさい。 

 

（事例） 

 Ｍさん（６２歳，男性）は大学の教員をしていたが，約７年前に交通事故で脊髄損傷（身体障害者手帳

１級）になった。半年間の入院後，大学を辞めた。その後は，妻と二人で自宅で学習塾を開いて生計を

立てていた。 

 Ｍさんは，臍部以下の完全対麻痺，感覚障害及び膀胱直腸障害がある。寝返り，起きあがり，車い

す操作は自分で可能であり，５ｃｍ程度の段差ならば，車いすで越えることができる。更衣，食事，整容

など身の回りのことはすべて自立している。排尿は自己導尿で行い。排便は時間を決めてトイレで行っ

ている。入浴はシャワー浴のみを行っている。しかし，すべての家事を担っていた主介護者である妻が

脳卒中で入院したため，現在，一時的に身体障害者療護施設に入所している。妻の入院が長期化す

る見込みなので，一人で在宅生活する準備をしている。Ｍさんは，退所したら，また，塾を再開したいと

願っている。 

 

 

問題１１５ Ｍさんの身体の状態で日ごろから介護従事者が注意すべきことに関する次の記述のうち，

適切でないものを一つ選びなさい｡ 

 

１．下肢にむくみが生じやすい 

２．下肢の筋痙攣が起こりやすい。 

３．仙骨部に褥瘡ができやすい。 

４．股関節に拘縮が生じやすい。 

５．急激な血圧上昇が生じやすい 

 

 

問題１１６ Ｍさんの日常生活動作（ADL）に関する次の記述のうち，適切なものに○，適切でないもの

に×をつけた場合，その組み合わせとして正しいものを一つ選びなさい。  

 

A．車いすへの移乗には，トランスファーボードの利用が必要である。 

B．自分で車いすのキャスター上げができる。 
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C．短下肢装具を付けても，歩行は難しい。 

D．導尿時には，感染防止に留意する必要がある。 

 

（組み合わせ） 

  Ａ  Ｂ Ｃ  Ｄ 

１ ○ ○ × × 

２ ○ × ○ ○ 

３ × ○ ○ ○ 

４ × ○ ○ × 

５ × × × ○ 

 

 

問題１１７ Ｍさんの今後の在宅生活に向けてのケア会議において提案される内容に関する次の記述

のうち，適切なものに○，適切でないものに×をつけた場合，その組み合わせとして正しいものを一つ

選びなさい。  

 

A．訪問介護員の派遣のため，介護保険制度を利用する。 

B．調理は自分でも行うことができるように働きかけていく。 

C．一人でもシャワー浴ができるかどうか，浴室の構造を理解する。 

D．塾は心の糧でもあり，Ｍさん一人でも続けることができるように支援する。 

 

（組み合わせ） 

  Ａ  Ｂ Ｃ  Ｄ 

１ ○ × ○ ○ 

２ ○ × × ○ 

３ × ○ ○ ○ 

４ × ○ × × 

５ × × ○ × 
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